
1 

                            平成２１年５月１４日 
平成２１年３月期 決算の概要について 

                      シ ロ キ 工 業 株 式 会 社      

（輸送用機器 東証、名証第１部上場） 
                      （＊百万円未満以下切り捨てております） 

１、平成２１年３月期連結決算の概要                          

                               
■３月３１日現在の当社の連結対象子会社数は国内５社、海外６社の計１１社で、また

持分法適用の関連会社数は国内２社で、それぞれ前期末と変更はありません。 
 
売  上 
［大幅減収。期後半以降、日米で大幅な受注減］ 
■当期の連結売上高につきましては、前期比１４．０％減

の１,２３４億２千５百万円で２０１億３千２百万円の大幅
な減収となり、６期連続で過去最高を更新した前期から一

転して、平成１４年３月期以来の７期ぶりの減収となりま

した。これは世界経済の大幅な減速を背景に、世界的な自

動車販売の急速な落ち込みにより、期後半以降、主として

日本、米国を中心に、得意先自動車メーカーの想定を超え

た大幅な生産調整に伴う、大幅な受注減によるものであり

ます。 
■所在地別では、日本が国内自動車販売の低迷に加えて、

輸出不振による得意先自動車メーカーの生産調整の影響に

より、前期比１４．３％減の９０３億８千９百万円で１５

０億４千５百万円の減収となったほか、米国も自動車販売

の不振による生産減と為替換算レートの影響により、前期

比２０．４％減の２２７億３千５百万円で５８億１千７百

万円の減収となり、日米で大幅な減収となりました。一方、

中国など成長が期待されているアジアでは、成長に鈍化が

みられたものの堅調に推移し、新規受注品による生産増加

などが加わり、前期比７．６％増の１０３億円で７億３千

万円の増収となりました。しかしながら、アジアが日米の

大幅な落ち込みをカバーするまでにはいたりませんでした。 
■得意先別では、主力のトヨタグループ向けが日米での大

幅な減産により、前期比１６．４ ％減の８０３億５千万円 

■  連結決算概要  ■
（上段当期、下段前期）

 
①売上高：  
１ ,２３４億２千５百万円  
１ ,４３５億５千７百万円  
（前期比１４．０％減）  

②営業利益：  
△３千１百万円  

５０億５千８百万円  
（前期比 ― ）  

③経常利益：  
△７億７千３百万円  
３９億３千１百万円  
（前期比 ― ）  

④当期純利益：  
△２１億９千万円  
２９億７百万円  
（前期比 － ）  

 
●１株当たり当期純利益：  

△２４円７０銭  
３２円７７銭  

 
●海外売上高比率：  

２７．３％  
２７．０％  

 
●設備投資：  
６６億３千１百万円  
６８億４千９百万円  
（前期比３．２％減）

 
●減価償却費：  
６０億１千４百万円  
６０億９千７百万円  
（前期比１．４％減）
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で、１５７億１千３百万円の大きく減収となったほか、小

型車・軽自動車向け生産が堅調に推移したスズキは前期比

７．４％減の１００億７千６百万円で８億７百万円の小幅

な減収となりました。 
■製品別では、主力３大製品のシートリクライナ・シート

アジャスタが前期比１４．０％減の４４８億５千７百万円

で７３億１千７百万円の減収、ウインドレギュレータは前

期比１５．７％減の３６５億１千５百万円で６７億９千５

百万円の減収、ドアサッシも前期比１１．１％減の２２２

億８千３百万円で２７億７千５百万円の減収と、主力製品

がいずれも大幅な減少となりました。 
 
国内売上 
■国内につきましては、主力のシロキ工業が前期比１４．

６％減の８９９億９千７百万円で１５３億４千６百万円の

大幅な減収となり、平成１６年３月期以来の５期ぶりの減

収となりました。これは、国内自動車販売の低迷に加え、

得意先自動車メーカーの輸出の大幅な減少や在庫調整に伴

う大幅な受注減によるものであります。 
海外売上 
■米国につきましては、シロキノースアメリカ（テネシー

州）が、前期比２０．３％減の２２７億７千６百万円で、

５７億８千１百万円の減収となりました。これは、米国自

動車販売の不振による現地得意先自動車メーカーの大幅な

減産に伴う受注減とともに、為替換算レートの影響３６億

１千４百万円などによるものであります。 
■アジアにつきましては、中国の広州白木汽車零部件（広

州市）が大きく伸び、前期比１３．６％増の５５億７千６

百万円で６億６千７百万円の増収となり、好調を維持いた

しました。これは堅調な自動車販売を背景に、現地トヨタ

自動車および日産自動車向けの増産とともに、ドアサッシ

などの新規受注品の生産開始などが貢献したものでありま

す。 
タイではシロキタイランド（チョンブリ県）が、前期比

０．４％増の４７億２千５百万円で１千６百万円の増収と 

■  所在地別売上高 ■
 

・日本  
９０３億８千９百万円  
１ ,０５４億３千４百万円  
（前期比１４．３％減）

・米国 
２２７億３千５百万円 
２８５億５千２百万円 
（前期比２０．４％減）

・アジア 
１０３億円   
９５億７千万円 
（前期比７．６％増）

・合計  
１ ,２３４億２千５百万円  
１ ,４３５億５千７百万円  
（前期比１４．０％減）

 
 
■  得意先別売上高  ■  

 
・トヨタＧ    （６５．１％）

８０３億５千万円 
９６０億６千４百万円 
（前期比１６．４％減）

 
・売上高上位（自動車メーカー）

①トヨタ自動車 （３６．７％）

４５２億７千５百万円 
５５３億９千３百万円 
（前期比１８．３％減）

②スズキ     （８．２％）

１００億７千６百万円 
１０８億８千３百万円 
（前期比７．４％減）

③日産自動車    （７．２％）

８８億９千６百万円 
９７億２千８百万円 
（前期比８．６％減）

＊社名横の（）内は売上構成比率

 
 
■  主要製品別売上高 ■  

 
①シートリクライナ・ 
シートアジャスタ 

（３６．３％）

４４８億５千７百万円 
５２１億７千４百万円 
（前期比１４．０％減）

②ウインドレギュレータ 
（２９．６％）

３６５億１千５百万円 
４３３億１千万円 
（前期比１５．７％減）

 ③ドアサッシ   （１８．１％）

２２２億８千３百万円 
２５０億５千８百万円 
（前期比１１．１％減）

＊ 製品名横の（）内は 
      売上構成比率 



3 

なりました。昨年５月より新たに自動車用シートのスライ

ドロックに使うユニット部品の生産を開始いたしました。 
 
損  益 
［大幅な売上減と円高で赤字］ 
■損益につきましては、期後半以降、得意先自動車メーカ

ーの大幅な減産に伴う受注減に対応するため、生産稼働日

の調整や勤務形態の見直し、生産人員の縮小、生産ライン

の１直化への切り替えなど全社的な生産調整に踏み切り、

さらには役員報酬や管理職給与削減など、全社をあげて聖

域なきコスト削減に取り組んでまいりました。しかしなが

ら、売上の大幅な減少や円高などにより、営業損失は３千

１百万円（前期の営業利益は５０億千５百万円）、また経常

損失は７億７千３百万円（前期の経常利益は３９億３千１

百万円）となり、ともに平成１０年度３月期以来の赤字と

なりました。また、最終損益ではシロキ工業が当期の繰越

欠損金に対する繰延税金資産の計上見送りと、併せ繰延税

金資産を一部取り崩したことなどの影響により、当期純損

失が２１億９千万円（前期の当期純利益は２９億７百万円）

となり、平成１３年３月期以来の赤字となりました。 
 
期末配当金は見送り。年間２円５０銭の減配 
■配当金につきましては、本年２月５日に公表した「配当

予想の修正に関するお知らせ」で、平成２１年３月期の期

末配当金を未定としておりましたが、通期の業績実績を踏

まえ、誠に遺憾ながら見送りとさせていただきます。 
なお、中間配当金として１株につき２円の支払いを既に

実施しておりますので、当期の年間配当金は２円となり、

前期比で２円５０銭の減配となります。 
 
 
 

■ 主要会社別売上高  ■   
 

①シロキ工業 
８９９億９千７百万円 
１,０５３億４千３百万円 
（前期比１４．６％減）

②シロキノースアメリカ 
２２７億７千６百万円 
２８５億５千８百万円 
（前期比２０．２％減）

③広州白木汽車零部件 
５５億７千６百万円 
４９億９百万円 
（前期比１３．６％増）

④シロキタイランド 
４７億２千５百万円 
４７億８百万円 
（前期比０．３％増） 

 
■ セグメント別営業利益  ■   

 
・日本 
△１４億５百万円   
２８億４千４百万円 
（前期比 ― ） 

・米国 
△４億９千万円   
５億５千５百万円 
（前期比 － ）

・アジア 
１５億９百万円 
１３億５百万円 
（前期比１５.６％増） 

・消去又は全社 
３億５千４百万円 

    ３億５千２百万円 
（前期比０．６％増） 

・合計 
△３千１百万円 
５０億５千８百万円 
（前期比 －） 

 
■     個別決算概要   ■   

 
①売上高： 
８９９億９千７百万円 
１,０５３億４千３百万円 
（前期比１４．６％減）

②営業利益： 
△１６億８千６百万円 
２３億７千６百万円 
（前期比 ― ）

③経常利益： 
△１３億６千万円   
２１億５千５百万円 
（前期比 － ） 

 
⑥当期純利益： 
△３８億５千６百万円 
１３億３千１百万円 
（前期比 － ） 

 

                  

●１株当たり当期純利益： 
△４３円４７銭 
１５円０１銭 

●設備投資： 

５３億１千９百万円 

３７億８千９百万円（前期比４０．４％増）

●減価償却費： 
４５億５千４百万円 

４６億１千６百万円（前期比１．３％減）
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２、平成２２年３月期連結業績予想について                    
 
売  上 
［引き続き主力の日米が低迷］ 
■来期の連結の業績予想につきましては、引き続き世界的な

景気減速による市場環境の悪化で、主力の日本と米国の自動

車販売が低調に推移し、成長が期待されているアジアも景気

悪化の影響は免れないものと思われます。従いまして、通期

売上高は前期比１３．１％減の１，０７２億円で１６２億２

千５百万円の減収で、２期連続の減収を予想しております。 
 
国内売上 
■主力のシロキ工業の通期売上高を前期比１１．１％減の８

００億円で９９億９千７百万円の減収を予想しております。 
海外売上 
■米国では、シロキノースアメリカの通期売上高を前期比２

０．１％減の１８２億円を見込んでおります。 
■アジアは、中国・広州白木汽車零部件の通期売上高を前期

比０．２％減の５５億円のほぼ横ばいを見込んでおります。

また、タイのシロキタイランドの通期売上高は前期比３４．

４％減の３１億円を見込んでおります。 
 
損  益 
［緊急収支改善活動のさらなる徹底］ 
■損益につきましては、売上減少に伴う人員体制の見直しや、

緊急収支改善活動のさらなる徹底により原価低減をはかる

ものの、大幅な売上減少による限界利益の減少などにより、

通期営業損失２０億円を予想しております。また、通期経常

損失２０億円、当期純損失２８億円を予想しております。 
 

■平成２２年３月期連結予想■  

（上段予想、下段前期実績）

①売上高： 

１,０７２億円      

１,２３４億２千５百万円 

（前期比１３．１％減）

②営業利益： 

△２０億円         

△３千１百万円 

（前期比 － ）

③経常利益： 

△２０億円      

△７億７千３百万円 

（前期比 － ）

④当期純利益： 

△２８億円   

△２１億９千万円 

（前期比 － ）

 

●１株当たり当期純利益：  
△３１円５８銭  
△２４円７０銭  

 
 
●設備投資：  
４５億２千１百万円  
６６億３千１百万円 

（前期比３１．８％減）

 
●減価償却費：  
６０億円  
６０億１千４百万円 

（前期比０．２％減）

 

 
■  会社別売上高予想 ■

 
①シロキ工業  
８００億円  
８９９億９千７百万円 
（前期比１１．１％減）

②シロキノースアメリカ 
１８２億円 
２２７億７千６百万円 
（前期比２０．１％減）

③広州白木汽車零部件 
５５億円 

    ５５億７千６百万円 
    （前期比１．４％減）

④シロキタイランド 
３１億円 
４７億２千５百万円 
（前期比３４．４％減）
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対処すべき課題 
[国内８００億円で利益を出せる体制づくり］ 
■引き続き日米欧の先進国を中心に自動車販売の回復には

時間を要するものと思われます。特に米国におきましては

米国自動車メーカーの大幅減産は来期も継続するものと予

想され、米国子会社のシロキノースアメリカ株式会社は財

務強化のため、２０００万米ドルの資本増強を計画してお

ります。当社グループといたしましては、「新中期経営計

画」を加速するとともに、さらなる生産体制の見直しや一

層の原価低減に努め、国内売上高８００億円でも利益の出

せる体制づくりを進めてまいります。 
製品開発におきましては、共通化とシステム化によりコ

スト低減を進めるとともに、軽量化による省エネをはかっ

た新製品開発に注力してまいります。またグローバル化へ

の対応につきましては、アジアを中心に今後も成長が見込

める市場での受注体制の整備・強化を進めてまいります。

さらに、生産分野におきましては、生産ラインの恒常的な

１直稼動化を目指した「モノつくり改革」を加速するとと

もに、より一層の生産の高効率化を進め、シャープでスリ

ムな生産体制構築に取り組んでまいります。 
 

以 上 

■ 平成２２年３月期個別予想 ■

 

①売上高： 

８００億円       

８９９億９千７百万円 
（前期比１１．１％減）

②営業利益： 

△３０億円      

△１６億８千６百万円 

（前期比 － ）

③経常利益： 

△２４億円     

△１３億６千万円 

（前期比 － ）

④当期純利益： 

△３０億円      

△３８億５千６百万円 

（前期比 － ）

●１株当たり当期純利益：  
△３３円８２銭  
△４３円４７銭  

 

●設備投資： 

３８億６千８百万円 

５３億１千９百万円 
（前期比２７．３％減）

 
●減価償却費： 
４３億４千万円 
４５億５千４百万円 
（前期比４．８％減）

■ この件のお問い合わせは： 
シロキ工業株式会社（０５３３）８４－４６９１ 総務部広報担当 眞野 まで 
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